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毎月 1回発行

* てくたくアサッチ＃18「八幡社跡」用賀 1-10 *
　用賀１丁目の高台一帯は、昔、八幡山と言われていました。そして、この西側は宇佐前、

東側は宇佐後と呼ばれていました。 それは、 明治時代の終わり頃まで、 ここに八幡様

を祀った社があった所だからです。 この八幡様は、 九州大分県の宇佐八幡神社が本元

で、 次第に日本全国に伝わった神様です。 そのため、 八幡とか宇佐という地名はあち

　　　　　　　　こちにあります。 ここの八幡様は、 鎌倉の鶴岡八幡宮より遷宮され

　　　　　　　　たといわれますが、 明治４１年 （1908）、 他の神様と一緒に今の用賀

　　　　　　　　神社に祀られることになって、社も鳥居も取り壊されてしまいました。

　　　　　　　　その後、 ここには八幡山の森だけが残りました。

サザエさん波平さん現る！
 去る 11 月 30 日 （日）。 二子玉川の多摩川沿いの兵庫島で 「いちにち商店街」 が開催されました。 午前 11 時の開始当初は
小雨がパラつきましたが、 その後は天気も回復し、 およそ５０００人の来場者がありました。 この企画は、 玉川地区の 15 商店
街が合同で企画したファミリーイベント！楽しいお店がたくさん登場しました。 お子様には 「お手伝いメニュー」 が用意され
ていて、 実際に商店のお手伝いをすることで商店が、 商店街が、 街が、 どうやってできているのか？どうやってつながっ
ているのか？を 「人との関わり」 から感じ取れることができるようになっていました。 また、 お手伝いしたお子さんは 1000G
（が～やん） がもらえ、 指定場所で焼き芋等がもらえる企画があり、 子供たちは張り切って色んなお店のお手伝いをしてい
ました。 また、 各商店街のキャラクターも会場を盛り上げました。 桜新町商店街のブースでは 「サザエさんと波平さん」 と
一緒に記念写真が撮れ、 こちらも大人気でした。 次回いつ 「いちにち商店街」 が出現するのか？楽しみです。

家族連れで賑わった「いちにち商店街」 1000G（が～やん）でもらえる焼き芋 「あったか地区」と商店街ブース

世田谷のご当地アイドル「SETA DOLL セタドル」の可愛さ満点のパフォーマンス

懐かしいチンドン屋さん 動くサザエさん・波平さんと記念撮影 商店街といえばこれ！大人気！巨大福引

会場を盛上げた司会の「とかげベイベー」＆



1. 法徳寺　瀬田 1-7
　法徳寺は、 浄土宗、 福来山と号し、 開基
は白井法徳上人、 源蓮社宗誉上人で、 芝の
増上寺学寮から派遣されたといわれます。 本
尊は阿弥陀如来。 境内の筆塚は幕末から明
治初期にかけてこの地で寺子屋を開き、 本
村の子供の教育に献身した大塚貞三郎先生

の頌徳碑で、 門弟たちが建てたものです。 寺子屋は 「芝光塾」
といい、 明治 7年玉川小学校開校後もしばらく続いたそうです。

2. 行善寺　瀬田 1-12
　行善寺は、 浄土宗獅子山西光院と号し、
小田原の道栄寺を移したものです。 長崎伊
予守重光が永禄 7年 (1564） に北条氏より
瀬田の地をもらいうけ、 伊予守の法名行善
を取ったものです。 寺は国分寺崖線の突出
した場所にあり、 境内からの眺めは素晴らし

く、 行善寺八景と呼ばれました。 江戸時代には後の将軍徳川家
慶や多くの文人墨客が訪れた所です。

3. 大空閣寺　瀬田 4-21
　大空閣寺は、 真言宗豊山派如意山福智院
と号し、 虚空蔵菩薩を本尊とします。 開基は
大阿闍梨聖慶大僧正です。 聖慶大僧正は当
初大正天皇の即位を記念して深川道場を建
立しました。 その後、 戸塚を経て大正 10 年
に当地に移しました。 境内には、本堂開山堂、

書院、 庫裡の伽藍を有し、 寺宝には本尊六大虚空蔵菩薩絵図等、
価値あるものが所蔵されています。

4. 慈眼寺　瀬田 4-10
 慈眼寺は、 真言宗智山派、 喜楽山教令院
と号し、 開山は法印定音、 開基は長崎四郎
左ヱ門。 寺伝では、 徳治元年 (1306） 法印
定音が仏の教えを説いて各地を回っている
途中この地を通ったとき、 崖の中から発掘さ
れた降三世明王を里人から譲られたので、

小堂を建てて祀り、 後に、 長崎行善の弟が崖下の小堂を現在地
に移し、 大日如来を本尊としたとあります。

5. 瀬田玉川神社　瀬田 4-11
　大山道の急な坂の崖上にある瀬田玉川神
社は古墳の上に建てられています。 社殿は長
崎家の造営で、 明治４１年に改称されるまで
は御嶽神社と呼ばれていました。 境内には樹
齢 7～ 800 年の黒松があり、 遠くからも見る
ことができましたが、 昭和４１年の台風で惜し

くも折れてしまいました。 今はその幹がご神木として祀られていま
す。 秋のお祭りの時には屋台がたくさん出て賑やかです。

6. 玉川寺　瀬田 4-12
　玉川寺は、 妙隆山と号し、 昭和７年、 日
蓮宗総本山身延山８３世一乗院日謙上人の
開山。 日暮里にあった妙隆寺を現在地に移
して、 身延山関東別院玉川寺と改称しまし
た。 寺宝として仏舎利が安置されています。
昭和１５年ころより 「玉川寺」 と称するよう

7. 両親閣東京別院　瀬田 4-13
　両親閣東京別院は、 宗門史跡安房小湊両親閣妙蓮寺 (日蓮上
人ご両親の御墓所） の東京別院として大正１２年、 妙牙院日曻上
人によって創立。 大孝根本の布教道場で、 敬親玉川教会とも言
います。 境内には螻蛄の供養碑がある。

9. 玉川大師　瀬田 4-12
　玉川大師は、 真言宗智山派、 玉真院と号し、 大正１４年、 竜
海阿闍梨の開基によるものです。 弘法大師を祀る大師堂で、
有名な地下霊場は巡排通路 100M に及び、 四国及び西国巡排
の各寺の写しの石仏 300 体が安置されています。 私も入った
ことがありますが、 善光寺のお戒壇巡りを彷彿とさせます。 真
暗な中を進み、 石仏のある明るい場所へ着いたときホッとした
のを憶えています。 体験の価値大です。

10. 岡本八幡神社　岡本 2-22
　由緒は明らかではありませんが、 境内には文化元年建立の
石鳥居があり、 文化 7年 (1810) には社殿が再建され、 後の
文化 10 年には 61 段の石段が築造されています。 境内に天
満宮ほか 6つの社が祀られています。 「巨人の星」 の星一徹
が特訓のためにうさぎ跳びでもさせそうな急勾配の石段の
上り口に、 松任谷正隆 ・ 由実夫妻奉納の石灯籠があるのは有
名な話です。

8. 諏訪神社　玉川 3-26
　古老からの言い伝えによると、文明年間 (1469～ 1486）、
多摩川に流れ着いた御神体を当地の開拓者、 川辺源右衛門
勘解由が、 水の守護神である諏訪大明神として多摩川上流
に対して奉祀したのが起源とされています。

になり、 戦後、 墓地も持つようになり、 檀家は関東一円にま
たがリる眺めの良いお寺です。
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「てくたくぶっく兵庫島コース」でチェック！瀬田・二子玉川の初詣スポット

1. 真福寺　用賀 4-14
　真福寺は今から約 400 年前に創建されたといわれ、 大山道に面した山門が赤く塗ってあったので赤門寺と
も呼ばれていました。 ご本尊は大日如来。 開山は宗円和尚、 開基は飯田図書。 明治時代、 京西小学校が台
風で壊れてしまった時、本堂が仮校舎として使用されました。 山門を入ると左側に庚申堂、太子堂、法教上人碑、
芭蕉の句碑、 六地蔵、 大日堂などが並んでいます。

2. 延命地蔵　玉川台 2-3
　相模に向かう大山道は、 ここから瀬田に向かって二
股に分かれます。 右を行くと慈眼寺前の坂道、 左の道
を行くと行善寺、 法徳寺のそばを通る坂道、 いずれの
道も二子の渡しにつながっていました。 このお地蔵様
は 1777 年用賀村の女念仏講中の人々によって建てられ

たもので、 前面には法界万霊という字が刻んであり、 この道を
通る人の安全を願い、 無縁仏の供養をしたものと思われます。

3. 向稲荷　用賀 1-26
　向稲荷は、 京都伏見稲荷の分霊を祀り、 通称
正一位向稲荷といいます。 用賀字向の住民が家
内安全、 五穀豊穣、 商売繁盛祈願のために創建
したもので、 その年代は不明ですが、 古文書に
は天保 3 年 (1832） に初午祭が行われたとの記
録があります。 現在の社は明治 34年に講員が資

金を出し合い、 用賀の宮大工樽屋 (棟梁、 故高橋綱吉氏） に
発注して建築したもの。

4. 用賀神社　用賀 2-16
　用賀神社は以前神明社といい、 その創立の
年代は不明ですが、 明治 41 年 (1908） に一
緒に祀った八幡社は、 天正年間に鎌倉の鶴岡
八幡宮より分霊を迎えたといわれています。
この合祀の際には、 上用賀にあった天神社も

合わせて祀られました。 祭神は天照皇大神、 応神天皇、 菅原
道真ほか数柱です。 また、 神田明神より移入したと伝えられる
獅子頭一対があります。

5. 無量寺　用賀 4-20
　無量寺は、 今から約 400 年前、 光蓮社明誉
寿広和尚が開山したお寺です。 ご本尊は阿弥
陀様。 本堂脇の観音堂には木彫りの十一面観
世音菩薩が安置されており、 用賀村の住人は
もとより、 遠く阿佐ヶ谷、 高円寺、 調布の方

からも信仰されていたということです。 本堂前の大銀杏は樹
齢百年を超え、 遠くから眺めることができ、 寺の風景は昭和
59年世田谷百景のひとつに選定されました。

6. 本村稲荷　上用賀 3-13
　昔、 この辺りは用賀の本村といわれた所で、 高
台に天神様の社もあったので天神山とも呼ばれて
いました。 そして、 天神様の脇には赤い鳥居のお
稲荷さんが祀られていましたが、 明治 41 年の用
賀神社合祀の際に、 天神様は一緒に祀られること
になり、 ここにはお稲荷さんだけが残りました。

7. 三峯神社　上用賀 6-4
　三峯神社の本社は埼玉県秩父郡大滝村にあ
り、 正しくは白岩山、 雲取山、 妙法岳を総称し
て三峯と呼び、 その一角に日本武尊が祀った神
社といわれています。 この社は地域の三峯講
の人たちによって守られており、 境内の右側奥

にお地蔵様、 鳥居の手前右側には庚申塔が建っています。

「てくたくぶっく」でチェック！用賀の初詣スポット
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